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　謹んで新年の御祝辞を申し上げます。

同窓会員の皆様におかれましては、輝かしい新年を

お迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

　旧年は東日本東北地域の大震災による未曾有の大

災害で多くの尊い命を奪われ、人の命の尊厳を深く

考えさせられる年でした。災害に遭われ亡くなられ

た皆様の冥福をお祈りいたします。そして一日も早

く復興と復活を心より祈念いたします。

　世界は地球規模の気候変動、世界的経済危機、

等々、様々な問題を抱える、混沌とした不安定な時

代に突入したのかもしれません。

　暗い話題ばかりの昨年でしたが、新年は輝く明る

いニュースを期待したいものです。

　同窓会員の皆様の人間力を遺憾無く発揮して頂い

てこの難事の時を乗り切って、未来の希望を、明日

の夢を次の世代に子供たちに繋げていきましょう。

　昨年は学園 70 周年記念事業の支援事業として母

校大同大学に屋根付の多目的ステージ「ゴビーステ

ージ」を寄付出来ることとなりました。一重に会員

皆様のご支援、ご協力の賜物と心よりお礼申し上げ

ます。全国の支部活動、部会活動も益々活発になり、

地域に根差したビジネス交流会、会員懇親会、等々

と同窓会の活動を支えていただき誠に心強い限りで

深く感謝いたしております。

　今後は同窓会 50 周年への飛躍を目指し皆様と共

に発展をし続けていきたいと思います。今後とも同

窓会及び大同大学の発展と学生への支援にご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　本年も同窓会員の皆様がご健勝で益々ご活躍され

ることを心からお祈りいたします。
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　大同大学同窓会員の皆様、新年明けましておめで

とうございます。

　年頭にあたり、同窓会員の皆様そしてご家族様が

良き新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　名乗るのが後になりましたが、昨年大同学園常務

理事を拝命致しました今井建一と申します。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。同窓会様には、学園・

大学に多大なるご理解とお力添えを賜り、まずは改

めて厚くお礼申し上げます。

　私は企業での職歴を経て学園の職に就き 8 年が経

ちました。その時々は、ただ懸命に走っただけの毎

日ですが、落ち着いて振り返れば、山あり谷ありの、

自分にとってはとても充実した日々であったと実感

しております。この間学ぶことは多々ありました。

その中でも、一般企業と学園の相違点の一つとして

感じたことは、学園には同窓会員の皆様（卒業生）

の存在があることです。母校を愛する気持ちには例

外はありません。学園の運営にあって、物心両面で

同窓会員の皆様にお支えいただけることは、非常に

大きなそしてなくてはならない力であります。　卒

業生の方々のご活躍が学生にとって、ひいては大学・

学園にとって、どれほど大きな力になるか、またな

っているかは今更いうまでもありません。逆に後輩

たる現役学生の活躍や母校の充実発展は、卒業生の

方々に有形無形の喜びや力になると信じています。

同窓会 ･ 大学・学園の一体活動こそ、大学の発展の

活力を生み出すと確信する次第でございます。

　現在の大学の環境は、少子化に代表される逆風が

目先に迫り、入学者の確保も楽観はできません。本

学の自慢の一つである就職も苦戦が続いています。

しかしどんな状況にあっても我々は絶対へこたれま

せん。入学生・在学生にとって魅力のある大学、就

職先である企業に、そして社会に愛してもらえる大

学、これらはそのまま卒業生の方々に喜んでいただ

ける大学に直結していると思っております。同窓会

員皆様のお力添えを頼りにしつつ、教職員一体とな

って、より評価される大学つくりに邁進していく所

存です。何卒皆様の変わらぬご支援・ご指導を心よ

りお願い申し上げます。

　さて最後になりましたが、昨年の東日本大震災の

被害には心が痛みます。その後も原発問題や台風の

水害等本当に不幸な出来事が続発しました。犠牲者

の方のご冥福を祈り、ご遺族や関係者の少しでも早

い立ち直り、被災地の出来る限りの早期の復興を祈

念せざるにはいられません。被災者のご苦労を決し

て忘れはしませんが、今年は間違いなく日本復興元

年だと思っています。日本の真の力を世界に示す年

にしたいですね。卒業生の方々・現役学生のオール

大同大学生の一層の大活躍を願い、そして我々教職

員の更なる奮闘をお約束して、年頭並びに新任のご

挨拶とさせていただきます。皆様にご多幸あれ。

新年ご挨拶

大同学園

　　　常務理事　今井　健一
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支部長　76M　須藤　章
豊田支部

『第24回豊田支部総会報告』

　新春の候、同窓会会員皆様には、いよいよご活躍のこ

と、お喜び申し上げます。さて、去る10月１日に豊田支

部の総会を開催しましたのでその報告をさせていただき

ます。場所は、豊田市西中山町のつどいの丘で同窓会本

部より宮本会長、事務局より川角様のご臨席を賜り開催

致しました。会計報告・役員選任・同窓会総会の報告な

どを行いその後　大同大学　関谷教授には、ご自身の研

究でもある「大気圧放電及び水中放電を用いた汚水浄化」

と「可動羽根式発電用抗力型風・水車の紹介」について

講演をしていただきました。また、懇親会では、みかわ

支部や山梨支部の各支部長さんとも同窓会会則改定など

についての意見交換ができました。皆様のおかげを持ち

まして無事支部総会が出来ましたので報告と合わせて御

礼申し上げます。

支部長　69E　彦坂　修平
みかわ支部

　同窓会会員諸氏、新年明けましておめでとうございま

す。ことしも素晴らしい新年をお迎えのこととお喜び申

し上げます。

　今年は辰年、目標に向かって天まで登り上げるつもり

で頑張ってまいりたいと思います。我がみかわ支部の今

年の目標「充実した人生、充実した活動」を掲げたいと

思います。我がみかわ支部も設立から今年10年を迎え、

同窓会活動を通じ各会員の皆様の職種や現在の立場をお

互いに理解を出来るようになりました。支部活動の懇談

会にも気軽に話し合いお互いの仕事の悩み等も話し合え

る環境になり、今後は家族も含めた支部活動を展開いた

したいと思います。また近隣の支部とも今まで以上に協

力し合いながら同窓会活動を通じ、お互いが楽しみ納得

できる素晴らしい人生が楽しめるように頑張っていきた

いと思います。まだまだ卒業生でみかわ支部の存在を知

らない方が多く見えます。少しでも会員数を増やせるよ

うに役員一同努力をしてまいります。まだ参加したこと

がない方は、一度支部の会合にご参加ください。最後に

同窓会諸氏の今年も素晴らしい活躍を祈念し新年の挨拶

と代えさせていただきます。

　支部の今後のスケジュール

　・新年会　　　　　　平成24年２月11日（土）

　・春の親睦会　　　　平成24年４月14日（土）

　・みかわ支部総会　　平成24年７月７日（土）

　連絡先

　支 部 長　彦坂  修平  69Ｅ  ☎0532−46−7350

　事務局長　米倉  義明  69Ｅ  ☎0533−72−6209

支部長　66E　早川　元
関東支部

　2012年新珠のお慶びを申し上げます。

　歴史的な2011年を西の彼方へ送り、会員の皆様には

如何お過ごしでしょうか。

（今年はインカ暦では終末の年と予言されていますが）

　関東支部は昨年、支部創立30周年の記念の年を迎えま

したがご存知の理由で通年通りの開催となりました。（浅

草三社祭りも中止でした。その中でスカイツリーの工事

は確実に進捗して既に外観は出来上がり、ライトアップ

も始まっています）支部総会の模様は夏期会報で報告の

通りです。

　さて、今年は同窓会本部の役員改選の年に当たります。

本来会員数の増加に伴い組織も肥大化するものですがこ

の度、理事・評議員の削減を伴う組織改革を行い新たな

執行部（20期）へバトンタッチするとの事、現執行部の
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英断に敬意を表します。細石（さざれいし）が岩石（い

わお）と為れるよう同窓会会員の絆を強固なものにして

ゆきましょう。

　今年も関東支部総会は６月最終土曜日16：00浅草葵

丸進で開催いたします。お江戸見物のついでにお立ち寄

りください。（飛び込み可）

支部長　68M　松尾　英明
あいち支部

　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は東日本大震災を始めとする世界的な自然災害と

社会・政治・経済不安に翻弄された１年でしたが皆様は

如何お過ごしでしょうか。

　昨年の様な全てが負の暮らしを不幸では無く、良い経

験をさせてもらった！　との想いを持って、これを土台

にして今年からは新たな生き方をしてみたいと思ってい

るところです。

　さて、昨年から前任者の秋山さんから「あいち支部支

部長」をおおせつかりましたが、関係者の皆様のご協力

によりなんとか１年間の行事を遂行することができまし

た。

　恒例の大学教職員との親睦コンペを５月と11月に開催

しそぜぞれ約30名の参加を頂きました。10月には初め

ての試みでしたが「名古屋港水族館イルカショー＆緑地

でランチ」を開催し、お子様を含めたご家族同伴で40名

以上のご参加を頂き初秋の潮風を浴びてランチを楽しみ

ました。本年２月には総会を開催しますが、今年は「あ

いち支部20周年」の節目の年となりますので東急ホテル

にて盛大なる記念パーティーを予定しています。大学関

係者の皆様ならびにあいち支部の皆様の多数のご参加と

ご協力をお願いします。

支部長　73E　谷井　直之
富山支部

　新年明けましておめでとうございます。会員の皆様に

おかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上

げます。

　振り返ってみると2011年はいろいろと喜怒哀楽の激

しい１年でした。平成23年東北地方太平洋沖地震、富山

県で起きた集団食中毒事件、エジプト騒乱、新燃岳噴火、

また、なでしこＪＡＰＡＮのワールドカップ優勝、タイ

ガーマスク運動などのうれしいニュースもありました

が、　2012年は、ぜひ穏やかな一年であってほしいもの

です。

　また、本年は同窓会の役員改選の年でもあります。ま

もなく設立50周年を迎えることでもあり、今まで以上の

本会の会員の皆さんの強力な絆で躍進していきたいもの

です。

　さて、富山支部では第９回の支部総会を平成23年９月

10日に開催いたしました。

　少ない人数ではありましたが、宮本会長、川角事務局

員はじめ県内会員５名と楽しいひと時を過ごしました。

　富山県内の同窓生の皆さん、ぜひ一度参加してみてく

ださい。青春のころの新しいページが増えるかもしれま

せんよ。

　寒い季節が続きますが、皆様方には健康に留意され新

たな一年をお過ごしされるようご祈念申し上げます。

　最後に同窓会会員各位のご健勝とご多幸を心よりお祈

り申し上げます。



6

ALUMNI ASSOCIATION OF DAIDO UNIVERSITY

支部長　68E　藤岡　幸伸
四国支部

　全国でご活躍中の同窓生の皆様、新年あけましておめ

でとうございます。

　昨年は東北の大震災や福島の原発事故、そしてこれら

の影響とユーロ圏の金融不安により、日本も大きく影響

を受けて経済活動が停滞するなど、暗いニュースばかり

でした。

　年始にあたり、今年こそはぜひとも明るいニュースで

１年を終えたいと祈念致しております。

　さて四国支部は昨年の支部総会を26回目を無事迎える

ことができました。これもひとえに皆様のご支援、ご指

導の賜物と支部役員一同心より感謝を申し上げます。

　以下に昨年の支部総会についてご紹介させて頂きま

す。

　本部事務局より小堺理事、堀木評議員をお迎えして例

年と同じ場所：高松市内『魚市場　小松』で開催致しま

した。特にお二人には残暑の厳しい中高松まで足を運ん

で頂き、深く感謝致します。

　支部総会では会計報告や会則変更の内容などを支部会

員にご紹介し、母校大同大学の近況なども小堺理事から

ご報告も頂きました。

　また懇親会では、おいしいと評判の瀬戸の魚と青竹に

入っている冷酒が予想外に進みお店の在庫を全て飲んで

しまったと店員から聞いたほどで、支部活動始まって以

来の事ではないかと大変驚きました。（堀木評議員が大

半を飲んだといううわさもちらほら聞こえました。）

　最後には全員で記念写真を撮影して、次に向かい夜が

更けるのも忘れて有意義な時間を過ごしました。今年は

さらに多くの支部会員の皆様のご参加を心よりお待ちし

ています。

支部長　86D　深川　常治
兵庫支部

　兵庫支部です。

　平素は支部活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。

　新年あけましておめでとうございます。

　何かと世間は変化が多い年です。

　同窓会員各位様の、更なる発展の年となりますことを、

心よりお祈り申し上げます。

　2011年は９月に「支部総会・懇親会」を開催させて

いただきました。

　ご多忙の中、お時間ご都合いただき、お集まりいただ

いたことを、お礼申し上げます。

　2012年も、更に皆様にお集まりいただける努力を、

これまで以上にさせていただきたいと考えております。

開催時期や場所など、ご要望ございましたら、ご意見頂

戴いただけることをお願い申し上げます。また、どうか

お時間都合つきます限り、ご参加いただけると幸いにご

ざいます。

　今年も、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

支部長代行　62M　川邉　俊樹
三重支部

　新春の候、同窓会会員の皆様におかれましては、孤軍

奮闘されながらも清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、前期、支部総会時、提案された11月頃支部総会

開催で準備して来ましたが私の詰めの甘さで具体的な形

にならず誠に済まないことと思っております。

　12、１月は、忘年会、新年会等皆様ご予定が多いと考

え、２月実施で改めて立案させて貰うことにしておりま

すのでその節には、参加のほどお願い申し上げます。こ

こで支部会員の皆様にお願いしたいことがあります。私

自身40年ぶりに三重に戻ってきたので、どうしても三重

に於けるこの領域の知識が狭く苦労しております。若し、

推奨できる会場等ありましたら紹介していただきたい。

又、世話役として協力していただける方の申し入れのほ

どお願い申し上げます。
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支部長　72E　香田　孝
岐阜支部

　昨年の秋の総会報告を申し上げます。総会の目玉は現

執行部の石黒昭平氏（63M）の講演会。テーマは≪企業

が求める人材とは≫でした。その内容の要旨は若者に向

けて、①「就職したい人は…少なくともコミュニケーシ

ョン能力を身につけること。これを身につければおそら

くは就職可能で、この能力をつけるための一つの方法は

サークル活動などに参加するとよい」②「就職するなら、

自分が好きな仕事につきたいと考えている人に…好きな

仕事はきっと見つけられる。しかし、それに出会うまで

も必ず働くこと。アルバイトでもいいから、とにかく社

会と係り、しっかりと働き、情報誌を読み世の中の価値

観と一緒に進んで欲しい。そこからきっと“好きな仕事”

に出会えるだろう」でした。２時間余りの短い時間でし

たが濃厚な時間を共有できました。参加くださった方々

ありがとうございました。

　会員の皆様　新年あけましておめでとうございます

　平成24年の新年をいかがお過ごしでしょうか。私は今

年も除夜の鐘を聴きながら近所の神社に初詣、暫く寝て

から一合の日本酒とお節、それに雑煮を食べながら賀状

を読む。といういつもの元旦が迎えられていれば嬉しい。

３・11問題を抱えながらの新春ですが日本人の底力で地

道に乗り越えると信じています。

　新年にあたり皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申

し上げます。

支部長　86A　伴　政憲
滋賀支部

　あけましておめでとうございます。先輩方におかれま

しては素晴らしい新年をお迎えのことと存じます。

　さて、私どもの身近なところでも大同の精神を心に地

域の中で何ができ、どんな貢献ができるか、日々考え、

活動に励んでいらっしゃる先輩や後輩たちを目の当たり

にします。昨年９月には地域の大きなイベントに合わせ

総会を開催し、近江らしさを感じていただきつつ地元の

方々と交流をしながら大同大学の発信ができないかと地

元DJによるDJライブを試みました。入場いただいた数

は少なかったものの『楽しかったので是非またやってく

ださい。』とのお声もいただき、よかったのではないか

と思っています。

　滋賀支部では大同大学を身近な地域から発信したいと

考えています。DJライブに限らずいろんな手法で多くの

みなさんに大同大学を知ってもらいたいと思います。是

非多くの先輩方にご参加いただきお知恵をお借りし、す

ばらしい同窓会活動にしていきたいものです。
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CLUB
INFORMATION

部 会 情 報

拳友会 部会長　69M　坂田 洋一郎

　明けましておめでとうございます。

　昨年は、３.11の東日本大震災をはじめ戦後最大の歴

史的円高、又、世界中で自然災害が発生するなど国の根

幹を揺るがすような出来事が頻発した年でした。同窓会

員の皆様方には、何となく不安で重苦しい気持ちの中で

日々生活されていることと思います。本年は、一日も早

い復興と「元気な日本」を取り戻すべくよい年となりま

すようお祈りいたします。

　さて、大同大学拳友会も発足以来10年余が経過し、お

かげさまで会員数も150余名を数えるに至っています。

大学の歴史とともに歩んできた空手道部ですが部員数の

減少という問題を抱えながら、少人数の部員で頑張って

いるのが現状です。OB.OGとして温かく見守っていきた

いと思っております。

　昨年は、台風の影響で演武会こそ中止となりましたが、

宿泊を兼ねた懇親会等、予定通り開催することができま

した。参加された皆様方には、この紙面をお借りしてお

礼申し上げます。本年も総会、懇親会等を予定していま

すので多数の参加を頂きますよう宜しくお願いいたしま

す。

71 会 部会長 　71M 　後藤　道夫

　新年明けましておめでとうございます。

　同窓生の皆様方におかれましてはいかがお過ごしでし

ょうか。

　昨年は東日本大震災に始まり、それに伴う東電の原発

事故、台風12・15号の災害や異常気象、タイの水害や

円高による経済危機等々、枚挙に暇が無い一年でした。

　地球環境をはじめ、世界の経済、日本の未来、我々の

日々の暮らしがこれほどまでに目まぐるしく一度に変化

しつつある現状を私は知りません。今年、還暦を迎える

我々は、戦争も大きな災害も無い非常に恵まれた世界で

生きてこられました。近代史におけるこの60年は、まさ

に奇跡に近い豊かさの中にあったといえます。

　我々のような軟弱世代が、これからの厳しい経済状況

の中で生活を乗り越えていけるでしょうか、私は自信が

ありません。

　しかし、私は同窓生の人と人の絆を信じています。和

の力を信じています。

　『千人心を同じうすれば則ち千人の力を得』

　　　　　　　　『　“輝け日本”　“輝け71生諸君”　』

67 会 部会長　67E 　若松　寿

『同期の友と時間を共有する』

　あけましておめでとうございます。

　月並みすぎる挨拶かもしれません・・・でも・・この

会報に触れたら　たぶん幸せだとおもいます・・・あた

らしい年を迎えられたことに素直に感謝できます。

　昨年は改めて　人のわがままだけでは生きられない事

を知らさせられましたから・・。

　生きているだけで　幸せ！・・・実感している人はた

くさんいると思います。

　でもせっかく生きているのだから悔いのないように時

間を過ごしたい・・・

　まだまだ体が動くから、まだまだ好奇心があるから、

まだまだ良い仲間がいるから・・・

　67会は、昨年の２月に、有志で世界遺産　カンボジア

アンコール・ワットベトナム旅行を楽しんできました。

　２月でもカンボジアは暑く　夢にまでみた世界遺産を

歩きまわり体全体で体感してきました・・・それは素晴

らし・・・時間あればいっぱい報告したい！ベトナムの

ハロン湾では予想以上に寒かった・・・もちろん景色が

良いけれどその生活は・・・不思議と・・・懐かしく感

じる部分が多い  田植えでみんな集まって行っている風

景か？　お爺さんおばあさんが子供を大事に一緒に暮ら

している姿なのか？　路面の土？なんか子供のころ引き

づられた・・・我々が育った景観だ！折角の旅行貪欲に

朝と晩しっかり歩いて見てまいりました。１日目　

18000歩、２日目　17000歩、３日目　15000歩・・・・

万歩計が記録していた・・・それでもノンビリ過ごせた

感覚しか残ってない。私たちは、卒業して社会人になっ
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てから昨年は40年目・・・67の同期生は、あらためて

素晴らしい仲間だと認識した年であった。同期生の仲間

達、もっと時間をつくり、楽しい時間を共有いたしまし

ょう・・・。

　きっと・・後悔しないでしょう。

サッカー部 OB・OG
滝春会 部会長 　82E 　岡本　博則

　新年あけましておめでとうございます。

　サッカー部が部会として発足し、３年目を迎えること

ができ、これからも大同大学の同窓会・滝春会の発展に

微力ながら貢献していきたいと思います。

　昨年の総会及び懇親会では、総勢52名のご参加を頂き

誠に有難うございました。今年の行事につきましても、

熱く盛り上げて活動致したく皆様のご協力を得て更なる

飛躍をして参りたいと思います。

【平成24年度の滝春会のスケジュール】

　24年１月：新年現役交流試合及び親睦会

　　　２月：卒業生追出し交流試合及び懇親会

　　　３月：卒業生就職内定祝賀会

　　　５月：総会及び現役との交流試合

　　　８月：夏期現役交流試合及び親睦会

　　　12月：親睦旅行（忘年会）

以上のような計画をしております。

　サッカー部滝春会の皆様においては、親睦・情報交換

の場として是非多くの方々のご参加をお待ちしておりま

す。

スキー山岳部・スキー部
OB・OG 会 部会長 　72M 　大川　司

　新年明けましておめでとうございます。

　大同大学スキー部の前身、大同工大スキー山岳部に入

部し、山にあこがれ、より難しいルートにあこがれ、積

雪期の山にあこがれ、自分の力量を磨き、多くの先輩方

や後輩と苦楽を共にした合宿や日々のトレーニングをつ

い最近のように思い出されます。山岳部への入部が減り、

廃部になる大学が多い中、スキー山岳部は、スキー部と

名は変わりましたが、山を活動の場とし、「山を想う」

気持ちは何ら変わりはないと信じています。発足間もな

いOB・OG会ですが、最近の活動は、スキー部の大会が

終わった３月の中ごろに１泊２日で行っています。１日

目は、岩岳で行われている大学スキー部のＯＢ・ＯＧス

キー大会に参加したり、現役と一緒にスキーを楽しんだ

りしています。岩岳スキー場から望む、後立山連峰の山

並みは、昔と全く変わっていません。

　最近のＯＢ・ＯＧ会は、スキー部が主になっています。

今後は、スキー山岳部のＯＢを含めた「山を想う」気持

ちの集まりとしてのＯＢ・ＯＧ会を考えていきたいと思

います。

　皆様の益々のご健勝とご発展を心よりお祈り申し上げ

ます。

教志会 部会長　66M 　布目　訓久

『山梨支部総会、曽根丘陵公園訪問記』

　平成23年11月５日、山梨支部総会に出席致しました。

車窓から見る山梨は、雨に濡れた木々に隠れて、寒そう

でした。

　甲府駅から、地図を頼りにワシントンホテルプラザに

到着し、最上階の総会会場である、「銀座八丁」に辿り

着きました。

　山梨支部の皆さん、宮本同窓会長、豊田支部長と事務

局、高橋事務局長計10名が集合し、総会が定刻通り開始

されました。山梨支部の奥様方も出席され、華やかな中

にも、団結力を誇る支部の様子を披露いただきました。

　翌６日、甲府南に位置する、曽根丘陵を訪れました。

甲府の地は、かつてナウマン象が闊歩する旧石器人狩猟

の地で在りました。遺跡も県内で1300カ所余と云われ
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ています。

　ヤマト王権が、４世紀後半に築いた全長169ｍ、高さ

15ｍの前方後円墳が良い例です。非常に綺麗に整備され、

県民の憩いの場所と成っています。　

白水会 部会長　75C　片山　弘次

　新年明けましておめでとうございます。会員の皆様に

おかれましては、益々ご清栄のことお喜び申し上げます。

　昨年の白水会の行事は、２月に新年会、５月に第２回

定時総会、10月に勉強会と親睦会（ゴルフコンペ）を行

いました。なかでも、勉強会では都市環境デザイン学科

准教授の鷲見先生に『東日本大震災の津波災害』を講演

して頂きました。さらに東海地区で関心をもたれている

東海・東南海・南海地震の三連動による津波災害にも話

が及び大変有意義かつ充実した勉強会となりました。本

年も下記の活動を予定しています。　　　　　

　今年も私たち、建築・土木業界を取り巻く社会・経済環

境は大変厳しい状況が続いていくと思われます。しかし、

私たちはこの状況を乗り越えなくてはいけません。今年は

辰年です、昇竜のごとく躍進する年にしましょう。そのた

めに会員の皆様の意見交換・情報交換の場また親睦の場と

して「白水会」の行事が有ります。是非、参加してみませ

んか、皆様のご参加を心よりお待ちしています。

「白水会」行事予定

　　平成24年	 ２月上旬	 新年会

	 ５月下旬	 第３回定時総会

	 ９月中旬	 勉強会

	 11月上旬	 親睦会（ゴルフコンペ）

　　
OB

INFORMATION
Ｏ Ｂ 情 報

　 燎　会 事務局長 　75E 　田畑　稔幸

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年７月９・10日に開催されました１泊２日の西浦温

泉「銀波荘」では、22名の皆様方のご参集を賜りました。

また宴席では愛知久史先生の現役引退（H24年３月）を

迎えて第38回中締めのご挨拶をいただきました。そして

燎会継続の要望を承けて会の責任者は幹事長（68E松本

勝）・副幹事長（68M下郷正二）・事務局長（75E田畑稔幸）、

そして本会会長（65E愛知久史）先生と決まりました。

この場をお借りしてご報告申し上げます。今後ともご協

力・ご支援のほど宜しくお願い致します。

  またこの度の企画は先輩諸氏と相談し下記案内となり

ました。次回の燎会は、永年に亘り務められた愛知久史

先生のご退職お祝いと激励を兼ねての集いとして企画し

ています。公私ご多忙かと存じますが皆さんお誘い合わ

せの上、ご参集をお願いします。

　なお、事前に開催通知の希望の方は、下記事務局長ま

で、メールをお願い致します。その際は学籍番号・氏名・

郵便番号・住所・電話番号をお忘れの無いようお願いし

ます。

　これから更に厳しい寒さが到来します。皆々様のご健康

とご多幸を心より祈念申し上げましてご挨拶と致します。

【平成24年　燎会開催案内】

開催日：平成24年６月30日(土)・７月１日(日)　１泊２日

集　合：午後５時30分　現地集合

会　場：〒922-0139　石川県加賀市山中温泉菅谷町イ10

　　　　℡ 0761-78-4378  　日本の宿「山乃湯」

会　費：18,000円　(女性会費：16,000円)

締切日：平成24年６月１日(金)

【連絡先】 田畑事務局長  kvkr72273@zeus.eonet.ne.jp 

　　　　　　　　　　　　　（携帯：080-5347-7115）

【事務局長所在地】

　〒675-0101兵庫県加古川市平岡町新在家 2 293-89　

　　　　　　　　　　　　　　 Tel（0794）20-0079
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CAMPUS INFORMATION
キャンパス情報

　10月14日（金）、15日（土）の二日間にわたって、今年度も体育祭が開催されました。今年度雨の影響もあり、二日目

のサッカーが中止となり、15日（金）のソフトボール、バスケットボール、16日（土）のバドミントンの３競技で行われ

ました。メイン競技以外にも、今年度も昨年度と同様に観戦者が自由に参加できる飛び入り企画も催され、雨が降る中でも、

メイン競技に400名近くの学生が参加し、スポーツをとおし、交流を深めるなどそれぞれに思い出を作ったことでしょう。

　来年度は、天候にも恵まれ、より多くの学生が参加し、楽しむことの出来る体育祭としてより発展していくことを願っ

ております。

　以下、開催された各競技の上位入賞チームです。

種　　目 １　　位 ２　　位 ３　　位

ソフトボール トシカンズ サラダ天国 上田オールスター

バスケットボール ２年 D. U. B PDT 星のパンツ

バドミントン 傾奇者 未定 Green peaces

　平成23年11月６日（日）に庄内川ボートコースで開催される予定でした、第48回錦杯学内レガッタ大会は、天候不順及

び川の増水により中止となりました。

　今年度のレガッタ大会は中止となってしまいましたが、今回も大会運営のためにお集まりいただいた漕艇部OBの方々に

は、この場を借りてお礼させていただきます。ありがとうございます。

　また、来年度は天候にも恵まれ、レガッタ大会が開催されることを祈願しております。

OFFICE INFORMATION
事務局情報

■支部・部会連絡協議会の報告

　平成23年10月15日（土）に第１回目の『支部・部会連絡協議会』を開催しました。全国の支部長・部会長ならびに会長・

副会長が大学の同窓会・後援会室（Ａ棟14階）に集まり、今後の同窓会運営について約３時間におよぶ熱い議論を交わし

ました。今回の主たる議題は、『支部・部会連絡協議会』の代表者２名を取り決めることであり、満場一致であいち支部長

の松尾氏（68M）と71会代表の後藤氏（71M）に担っていただくこととなりました。この２名の方は、来期の同窓会運営

では、理事役員も兼務していただき、特に本部組織と全国の支部・部会との連携強化を図っていただきます。

　現在の同窓会会員数は２万３千名を超え、全国地方に15支部、ここ数年で同期・サークル・業界職種会等の５支部が設

立となりました。このことは、本会活動が益々の活性化と母校発展寄与へと繋がり、３年後の本会設立50周年の慶ばしい

節目を迎えるため、これまで以上に卒業生の団結力を必要であるとの意思確認が『支部・部会連絡協議会』にてなされま

した。

■第19期同窓会評議員会の報告

　平成23年12月17日（土）に本年度の評議員会を名古屋ガーデンパレスホテルにて開催しました。今回の評議員会は、本

会第19期（平成21年〜平成23年）の最終年であり、今期の活動総括および会則 第４章 第15条（役員の選出および委嘱）

の規程に基づき、第20期（平成24年〜平成26年）の役員選出を実施しました。当日は、第20期に向けて会則の大幅に見直

しをしたこと、そして平成26年に本会設立50周年の記念事業を執り行うことについて意見交換を行いました。また、第20

期役員選出については、評議員会より会長以下本部役員の選出がなされ、このことは来年度の総会審議事項となることを

報告します。

第48回錦杯学内レガッタ大会

体　育　祭



編 集 後 記

　新年明けまして、おめでとうございます。

　昨年は、東日本大震災による未曾有の災害により、多くの尊

い命が失われ深い悲しみに包まれました。一方で、なでしこジ

ャパンを筆頭にスポーツ選手達が世界各地で活躍をし日本に勇

気を与えてくれ、災害支援等による人々の温かみを感じる年で

もありました。

　今年も引き続き、原発事故等、問題は山積みですが、まずは

被災者の皆様が少しでも早く、もとの生活を取り戻せる事をお

祈りいたします。そして、同窓会員の皆様にとって昨年以上に

飛躍の年になります事をお祈りいたします。

　同窓会としても、更なる発展の為に努力してまいりますので、

ご協力のほどよろしくお願い致します。

発　行　大 同 大 学 同 窓 会

　　　　名 古 屋 市 南 区 滝 春 町 10 − ３

　　　　直通電話・　　〈052〉612-8550

　　　　滝春校舎代表電話〈052〉612-6111

責任者　会　長　　　　　 宮　本　一　男

印　刷　名 港 印 刷 株 式 会 社
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